
第１回 由利本荘総合防災公園管理運営計画検討委員会

平成２８年２月２２日



１．これまでの経緯

平成１５年 １月 国立療養所秋田病院 廃止

平成１７年 ２月 国立病院機構・旧本荘市・旧本荘市土地開発公社が

固定資産売買契約を締結

平成２４年 ７月 『国療跡地利活用検討委員会』設置

平成２５年 ３月 利活用に関する報告書提出

平成２５年 ９月 検討委員会からの報告を基に基本計画を策定

平成２６年 １月 「由利本荘総合防災公園」として都市計画決定

平成２６年 ２月 都市公園事業として事業認可

平成２６年 ６月 由利本荘市土地開発公社より用地の買い戻し

平成２６年１０月 基本設計を策定

平成２７年 ３月 実施設計

平成２７年 工事着手



基本計画策定

基 本 設 計

実 施 設 計

都市公園事業

用地買い戻し

都市計画決定

『国療跡地利活用検討委員会』

プロポーザル方式により
業者の選定

平成２５年９月

平成２６年１０月
平成２６年１月

平成２６年２月

平成２６年度実施

※補助事業である社
会資本整備総合交付
金事業により実施

事業手法検討





２．事業計画概要

駐車場

松濤グラウンド

緑地

アリーナ

名称：由利本荘総合防災公園 所在：由利本荘市石脇字田尻野 他

面積：A=約13.0ha

【整備概要】

アリーナ 建築面積 Ａ＝１１，７４０㎡
延床面積 Ａ＝１６，６５２㎡
ＳＲＣ造（一部ＲＣ，Ｓ造）二階建て（一部三階）

・メインアリーナ（バスケット4面）、観覧席 約3,000席
・サブアリーナ（バスケット1面）
・武道場（１Ｆ剣道場、２Ｆ柔道場）
・トレーニングルーム、スタジオ
・地域コミュニティセンター（宿泊施設兼用）

屋根付きグラウンド

建築面積 Ａ＝１，６１３㎡
延床面積 Ａ＝１，６１３㎡

・フットサル１面（テニスコート２面）人工芝

多目的広場 広場面積 Ａ＝約１５，０００㎡

駐車場 駐車可能台数 約１，０００台

屋根付きグラウンド

駐車場

多目的広場

至 秋田市

至 にかほ市











■災害時の地域防災拠点として

◇緊急輸送道路により広域防災拠点や他の避難
場所との円滑なアクセス

◇自衛隊やボランティア等の救援救護活動基地

◇救援物資輸送の中継基地

◇避難が長期におよぶ場合の仮設テント、仮設
住宅の建設場所

・多目的広場等を活用し最大約20,000人の一時避難が可
能
・アリーナ内には災害対策本部の設置や最大3,000人の屋
内避難が可能

『すべての市民が安全･安心･快適に利用できる複合型交流拠点の創出』

整備目標



３．事業実施内容
●由利本荘総合防災公園実施設計業務委託

●由利本荘総合防災公園地質調査等業務委託

受託業者 梓・アルファ設計共同企業体
工 期 平成２６年５月３０日 ～ 平成２７年３月２５日 完成年月日 平成２７年３月２５日

受託業者 明治コンサルタント（株）東北支店
工 期 平成２６年５月３０日 ～ 平成２７年２月２０日 完成年月日 平成２７年２月２０日

●由利本荘総合防災公園用地購入

契 約 者 由利本荘市土地開発公社
面 積 ９７，６３４．１０㎡ 契約月日 平成２６年６月２０日

■平成２６年度事業

●由利本荘総合防災公園造成工事

請負業者 株式会社 三義
工 期 平成２７年７月３日 ～ 平成２７年１２月１８日 完成年月日 平成２７年１２月１４日

■平成２７年度事業

●（仮称）由利本荘総合防災公園アリーナ建設工事

●（仮称）由利本荘総合防災公園アリーナ建設工事監理業務委託

請負業者 佐藤・村岡・長田特定建設工事共同企業体
工 期 平成２７年１２月１７日 ～ 平成３０年６月２０日

受託業者 梓・アルファ設計共同企業体
工 期 平成２７年１２月１６日 ～ 平成３０年７月４日







４．事業の期待される効果

・避難場所（屋内・屋外）の確保
・地域防災拠点としての活用

◇アリーナ、多目的広場の活用による健康の増進

◇「する」、「観る」、「魅せる」スポーツによる交流の拡大

◇市民の安全な暮らしを支える防災拠点

・地域のコミュニティの場としての利用
・生涯スポーツの推進

・市民利用による活用
・全国大会規模の開催による交流
・トップレベルのスポーツイベントの開催



平成３０年１０月
オープン予定


